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6月
定例会 令和7年度一般会計補正予算などを可決

会期　5月22日～6月23日の33日間

　6月定例会を5月22日に開会し、5月30日から
は、令和7年度一般会計補正予算など市長提出
議案17件、委員会提出議案3件（意見書3件）を
議決して、6月23日に閉会しました。

第３日
（5月30日）

本会議
議案上程（補正予算・条例・契約・動産の買入れ）、委員会付託

常任委員会
（6月5日、6日、9日、10日）

建設環境・市民福祉・文教・総務
議案審査

第４日
（6月18日）

本会議
常任委員長報告、付託議案議決、一般質問（とよなかを共に創る会／公明党①6人）

第５日
（6月20日）

本会議
一般質問（公明党②3人／大阪維新の会・無所属）

第６日
（6月23日）

本会議
一般質問（日本共産党／無所属議員）、議案上程（人選・補正予算・契約・動産の買入れ・意見
書）・議決

※第1日（5月22日）～第2日（5月27日）の経過については前号（7月号）に掲載しています。

※�意見書の全文はこちらから

ご覧ください。

人　　事

意　見　書

・人権擁護委員に小
こ
西
にし
みゆきさん、清

し
水
みず
聖
せい
子
こ
さんを適任と認める旨答申しました。

・副市長に籔
やぶ
床
とこ
和
かず
弘
ひろ
さんを選任することに同意しました。

次の意見書については、内閣総理大臣をは
じめ、関係行政庁及び国会に提出しました。
・�米国の関税措置に対応した中小企業等支
援策の拡充を求める意見書
・�地方消費者行政に対する恒久的な財源確
保等を求める意見書
・�ガソリン税のいわゆる暫定税率廃止を求
める意見書
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可決した予算

可決した条例

＜令和7年度豊中市一般会計補正予算第2号＞  補正予算額 ▲1億830万3千円
・�eLTAX（地方税ポータルシステム）を経由した公金収納の実施に当たり、eL－QRによるキャッ
シュレス決済等に対応するため、システム改修経費を補正
・�公立こども園の民間移管を進めるに当たり、移管先事業者を公募により選定するため、選定委員
会の設置・運営に係る経費を補正
・�新型コロナウイルス感染症の予防接種費用について、当初想定していた国からの助成が行われ
ないことに伴い、接種に係る経費の国負担分を市と被接種者で負担することによる補正　など

＜令和7年度豊中市一般会計補正予算第3号＞  補正予算額 632千円
・�選挙執行経費基準法における投票管理者等の基準額改正に準じ、投開票管理者、立会人等に係る
報酬額を補正

＜令和7年度豊中市一般会計補正予算第4号＞  補正予算額 2億599万4千円
・�物価高騰の影響を受けている福祉事業所、医療機関、一般公衆浴場等に対し、事業を安定的に継
続するため、経済的支援を実施

豊中市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用に関する条例の
一部を改正する条例
　個人番号を利用することができる事務に、障害者
の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため
の法律による地域生活支援事業の実施に関する事
務等を追加するとともに、その他所要の規定を改正

執行機関の附属機関に関する条例の一部
を改正する条例
　市長の附属機関として、豊中市立幼保連携型認定
こども園移管先事業者選定委員会を設置

豊中市市税条例の一部を改正する条例
　地方税法等の改正に伴い、個人の市民税の所得控
除の対象者に特定親族を有する者を追加するととも
に、加熱式たばこの課税方式の見直しを行う

委員等の報酬及び費用弁償条例の一部を
改正する条例
　投票管理者、開票管理者、選挙長、投票立会人、開
票立会人及び選挙立会人並びに不在者投票の外部
立会人の報酬の額を改正

その他の議決議案

工事請負契約の締結
曽根島江線整備工事 原案可決

工事請負契約の締結
豊中市立庄内さくら学園非常用発電機設備設
置工事

原案可決

工事請負契約の締結
勝部寺内線（若竹橋外）改修工事 原案可決

工事請負変更契約の締結
服部天神駅前広場整備工事 原案可決

製造請負契約の締結
救助工作車（Ⅲ型） 原案可決

動産の買入れ
小型動力ポンプ台車付（消防団） 原案可決

動産の買入れ
豊中市立学校学習者用タブレット端末一式 原案可決

動産の買入れ
高度救命処置用資機材 原案可決

市長提出議案の
詳細はこちらから
ご覧ください
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議案などの賛否の状
況

議案
議
決
日
・
結
果

大阪維新の会・無所属 公明党 とよなかを
共に創る会 日本共産党 無所属議員 議

長

市
橋 

拓

大
田 

康
治

神
原 

宏
一
郎

北
之
坊 

晋
次

久
場 

良
孝

竹
田 

匡
志

中
川 

隆
弘

中
野 

宏
基

花
井 

慶
太

藤
田 

浩
史

横
尾 

し
ず
か

石
原 

準
司

今
村 

正

大
野 

妙
子

酒
井 

哲
也

田
中 

利
栄

中
島 

紳
一

弘
瀬 

源
悟

三
原 

和
人

吉
田 

正
弘

坂
口 

雄
太

白
岩 

正
三

髙
木 

公
香

中
岡 

裕
晶

佐
々
木 
美
穂

出
口 
文
子

山
本 

一
徳

和
田 

愛
美

井
上 

弘
美

木
村 

真

松
岡 

信
道

山
田 

紗
保

井
本 

博
一

予  

算

令和７年度豊中市
一般会計補正予算
第２号

６
／
18
可
決

〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × ―

条  

例

豊中市行政手続に
おける特定の個人
を識別するための
番号の利用等に関
する法律に基づく
個人番号の利用に
関する条例の一部
を改正する条例

６
／
18
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × ―

条  

例

執行機関の附属機
関に関する条例の
一部を改正する条
例

６
／
18
可
決

〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × ―

※賛否は、賛成（○）と反対（×）で表記しています。　○：賛成（可決・同意・承認・認定・採択）　×：反対（否決・不同意・不承認・不認定・不採択）
※議長は通常、採決に加わらないため「－」としています。なお、賛否が同数になった場合は、議長が賛否を決定します。

※賛否が分かれたもののみ掲載しています

令和7年5月30日に行われた「かりゆし議会」の様子
※兄弟都市である沖縄市との友好の絆をPRするため、かりゆしウェアを着用
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一
般
質
問
の
要
旨

　

議
員
が
本
会
議
で
、
市
政
運
営
や
政
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問

子
育
て
支
援
・
予
防
医
療

の
重
点
化
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
は
。

答

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
予
防
接

種
法
上
で
は
任
意
接
種
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

令
和
４
年
度
に
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部

助
成
事
業
を
実
施
し
た
際
に
は
、

全
体
の
49
・
７
％
が
接
種
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
一
定
の
ニ
ー
ズ
が

と
よ
な
か
を
共
に
創
る
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
事
業
の
実
施
は

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

問

豊
中
マ
ル
チ
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
水
捌
け
の
悪
さ
が
稼
働
率
低

調
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
稼
働

日
数
を
増
や
し
、
よ
り
市
民
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
、
天
然
芝
に
こ
だ

わ
ら
ず
人
工
芝
化
も
含
め
て
早
急

に
整
備
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

答

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ぬ
か
る
ん

だ
状
態
で
利
用
す
る
と
、
凸
凹
状

態
で
乾
燥
し
て
し
ま
う
た
め
、
降

雨
時
で
も
プ
レ
ー
す
る
サ
ッ
カ
ー

豊
中
マ
ル
チ
グ
ラ
ウ
ン
ド

稼
働
率
向
上
を

や
ラ
グ
ビ
ー
に
お
い
て
も
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
乾
い
て
い
な
け
れ
ば
利

用
中
止
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
、
引
き
続
き
排
水
改
良
工
事
を

実
施
し
、
人
工
芝
化
な
ど
の
改
善

策
も
検
討
し
て
い
く
。

マ
リ
ン
フ
ー
ド
豊
中
マ
ル
チ
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
ふ
れ
あ
い
緑
地
球
技
場
）（
利
倉
東
）

就
航
都
市
を
訪
れ
る
取
組
み

検
討
状
況
は

問

大
阪
国
際
空
港
の
就
航
都

市
を
市
民
が
訪
れ
る
取
組
み
と
し

て
、
就
航
都
市
と
の
観
光
協
定
の

締
結
や
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
な
ど
を
提
案
し
て
き
た
が
、
そ

の
後
の
検
討
状
況
は
。

答

就
航
都
市
を
訪
れ
る
取
組

み
に
つ
い
て
は
、
事
務
担
当
者
会

議
に
お
い
て
、
旅
行
ツ
ア
ー
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
ほ
か
、
就
航
都
市
の
魅
力

を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
を
き
っ
か
け
に
就

航
都
市
と
の
関
わ
り
方
が
ど
う
変

化
し
た
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
旅
行
会
社
等
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
就
航
都
市
と
の
協
議

を
通
じ
て
、
就
航
都
市
と
の
関
わ

り
を
増
加
さ
せ
る
企
画
を
検
討
す

る
な
ど
、
そ
の
実
現
可
能
性
を
模

索
し
て
い
く
。

千
里
東
町
公
園
と
千
里
中
央
公
園

今
後
の
整
備
内
容
は

問

千
里
東
町
公
園
は
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
（
※
）
導
入
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
の
一
つ
と
し
て
検
討

が
行
わ
れ
、
千
里
中
央
公
園
は
民

間
活
力
を
活
用
し
た
公
園
の
高
付

加
価
値
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
両
公
園
を
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
。

答

千
里
東
町
公
園
に
つ
い
て

は
、
千
里
中
央
地
区
の
再
開
発
や

千
里
中
央
公
園
の
に
ぎ
わ
い
と
連

携
し
た
交
流
・
活
用
ゾ
ー
ン
を
整

備
し
、
駅
周
辺
等
か
ら
の
回
遊
性

を
強
化
す
る
。
ま
た
、
竹
林
等
の

特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
長
谷
池

周
辺
な
ど
の
魅
力
を
高
め
て
い

く
。千
里
中
央
公
園
に
つ
い
て
は
、

展
望
台
や
遊
具
エ
リ
ア
を
含
む
公

園
北
側
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

な
お
、
展
望
台
は
存
続
・
廃
止
の

両
面
か
ら
検
討
を
行
い
、
現
在
の

大
型
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
の
更

新
を
含
め
、
地
形
の
高
低
差
を
生

か
し
た
魅
力
を
高
め
て
、
遊
び
や
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の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
平
和
に
関
す
る

シ
ョ
ー
ト
動
画
制
作
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
完
成
し
た

動
画
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発

信
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
世
代
に

対
し
て
平
和
の
尊
さ
を
呼
び
か
け

た
い
。

家
庭
系
廃
食
油
の
拠
点
回
収

今
後
の
展
開
は

問

本
市
は
、
令
和
６
年
度
に

日
本
航
空
と
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
※
）
の
原

料
と
な
る
家
庭
系
の
廃
食
油
を
回

収
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た

が
、
今
後
の
展
開
は
。
ま
た
、
Ｓ

Ａ
Ｆ
に
関
す
る
周
知
啓
発
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

答

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、

市
内
全
域
に
回
収
拠
点
を
広
げ
て

い
き
た
く
、
１
つ
で
も
多
く
の
回

活
動
を
満
喫
で
き
る
エ
リ
ア
と
し

て
い
く
。

※�
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
＝
自
然
環
境
が
持
つ
多

様
な
機
能
を
活
用
し
て
、
社
会
や
地
域
の
課

題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
取
組
み
。

子
ど
も
の
創
造
活
動
支
援

廃
材
な
ど
の
活
用
は

問

イ
タ
リ
ア
の
レ
ッ
ジ
ョ
・

エ
ミ
リ
ア
市
で
は
、「
レ
ミ
ダ
」

と
呼
ば
れ
る
倉
庫
を
設
け
て
お

り
、
事
業
者
の
廃
材
を
活
用
し
た

素
材
を
集
め
、
子
ど
も
の
自
由
な

創
造
活
動
を
支
援
し
、
想
像
力
等

の
向
上
に
資
す
る
、
い
わ
ゆ
る

レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
本
教
育
は
国
内
で

も
導
入
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
ど
も
園
な

ど
の
就
学
前
施
設
で
同
様
の
創
造

活
動
支
援
が
行
え
な
い
か
。

答

本
市
の
就
学
前
施
設
に
お

い
て
も
、
事
業
者
か
ら
の
廃
材
を

使
っ
た
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
ど
ん

ぐ
り
な
ど
の
自
然
物
や
生
活
の
中

で
生
じ
た
不
用
品
を
利
用
し
た
制

作
を
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る
。
提

案
の
取
組
み
は
、
材
料
と
な
る
物

に
つ
い
て
、
年
齢
等
に
応
じ
た
安

全
性
や
衛
生
面
で
の
選
別
な
ど
に

課
題
は
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の

さ
ら
な
る
創
造
活
動
の
充
実
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問

戦
後
80
年
の
節
目
に
当
た

り
、
平
和
施
策
の
取
組
み
や
若
い

世
代
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。

答

戦
後
80
年
の
取
組
み
と
し

て
、
人
権
平
和
セ
ン
タ
ー
蛍
池
に

平
和
展
示
室
分
室
を
開
設
し
た
。

ま
た
、
人
権
平
和
セ
ン
タ
ー
豊
中

や
郷
土
資
料
館
と
連
携
し
、
豊
中

空
襲
を
テ
ー
マ
に

し
た
パ
ネ
ル
展
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
展
を
開
催
す

る
。
若
い
世
代
へ

公
明
党

戦
後
80
年

平
和
施
策
の
取
組
み
は

家庭系廃食油の回収ボックス

収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
目
標
に
、

日
本
航
空
と
調
整
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
新
た
な
事
業
者
と
の

連
携
を
は
じ
め
、
本
市
独
自
の
取

組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｓ
Ａ
Ｆ
に
関
す
る
取
組
み
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
配
信
し
て
お
り
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
積
極
的
に

周
知
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

※�

Ｓ
Ａ
Ｆ
＝Sustainable 

Aviation 
Fuel

（
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
）
の
略
称
で
、
循
環

型
の
原
料
で
製
造
さ
れ
た
航
空
燃
料
の
こ
と
。

南
部
地
域
の
活
性
化

未
来
へ
の
投
資
の
見
解
は

問

南
部
地
域
の
活
性
化
を
進

め
る
に
当
た
り
、
南
部
地
域
か
ら

市
全
体
の
活
性
化
・
発
展
に
つ
な

げ
る
未
来
へ
の
投
資
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

答

未
来
へ
の
投
資
と
は
、
豊

中
の
持
続
的
・
将
来
的
な
発
展
・

成
長
を
見
据
え
、
そ
の
礎
や
原
動

力
と
な
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
で
の
取
組
み
に
対
し
、
あ
ら
か

じ
め
政
策
的
に
資
源
を
配
分
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

南
部
地
域
の
活
性
化
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
に
お
い

て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
づ
け
、
南
部
地
域
活
性
化

構
想
・
基
本
計
画
や
基
本
政
策
・

経
営
戦
略
方
針
に
基
づ
き
、
地
域

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、計
画
的
・

政
策
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

公
用
車
へ
の
導
入
は

問

全
国
の
自
治
体
で
小
型
電

気
自
動
車
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
動
き
が
進
み
、
超
小

型
の
ミ
ニ
カ
ー
や
電
動
三
輪
車
な

ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
車
両
を
公
用
車
と
し
て
導
入

し
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

答

公
用
車
に
つ
い
て
は
、
業

務
内
容
や
資
機
材
の
搭
載
な
ど
、

使
用
形
態
に
応
じ
た
車
種
等
を
選

択
し
、
市
場
や
充
電
方
式
の
技
術

の
動
向
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
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宜
、
電
気
自
動
車
な
ど
の
導
入
を

進
め
て
い
る
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
公
用

車
に
必
要
な
機
能
と
と
も
に
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
や
一

般
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
勘
案
し
な

が
ら
、車
種
や
運
用
等
に
つ
い
て
、

事
業
者
と
の
協
議
・
調
整
を
進
め

て
い
く
。

要
配
慮
者
の
避
難
支
援

福
祉
避
難
所
等
の
対
象
者
は

問

災
害
時
の
避
難
支
援
に
お

い
て
、
福
祉
避
難
所
（
※
）
に
案

内
さ
れ
る
基
準
と
一
般
避
難
所
に

案
内
さ
れ
る
基
準
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
は
。

答

災
害
発
生
直
後
は
、
近
く

の
一
般
避
難
所
で
あ
る
小
・
中
学

校
の
体
育
館
等
に
避
難
し
て
も
ら

う
。
本
市
で
は
、
福
祉
避
難
所
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
一
般
避
難
所

で
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮

を
要
す
る
人
の
う
ち
、
概
ね
自
立

し
た
生
活
が
可
能
な
人
は
多
目
的

教
室
な
ど
の
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス

を
、
１
人
で
移
動
が
難
し
い
場
合

は
福
祉
避
難
所
を
案
内
す
る
。
な

お
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
た

人
は
、
事
前
に
指
定
し
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
の
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
後
、
施
設
か
ら

迎
え
に
行
く
。

※�

福
祉
避
難
所
＝
災
害
時
に
要
介
護
認
定
高
齢

者
や
障
害
者
等
、
一
般
避
難
所
で
は
生
活
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
開
設
す
る
避

難
所
。

多
世
代
交
流
拠
点

機
能
の
再
配
置
や
追
加
は

問

現
在
６
箇
所
あ
る
介
護
予

防
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
多
世
代

交
流
の
場
と
し
て
整
備
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
は
。
ま
た
、
機
能
の

再
配
置
や
新
た
な
機
能
の
追
加
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答

多
世
代
交
流
の
場
に
つ
い

て
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
み
ん
な
で
集
う
空
間
づ
く

り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
既
存
施

設
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。
そ

の
機
能
と
し
て
、
子
ど
も
の
屋
内

遊
戯
室
な
ど
特
定
世
代
を
対
象
と

し
た
機
能
と
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な

ど
全
世
代
を
対
象
と
し
た
機
能
を

ミ
ッ
ク
ス
し
て
配
置
す
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
空
間
を
目
的
ご
と
に

縦
割
り
に
線
引
き
し
な
い
こ
と

で
、
自
然
に
交
流
が
生
ま
れ
る
よ

う
な
場
の
創
出
と
効
果
的
な
施
設

活
用
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

歩
道
の
整
備

令
和
７
年
度
の
取
組
み
は

問

日
常
的
に
歩
く
こ
と
は
、

健
康
増
進
の
効
果
が
あ
り
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き

る
歩
道
の
整
備
は
重
要
だ
と
考
え

る
。
歩
道
改
良
実
施
計
画
に
お
け

る
令
和
７
年
度
の
取
組
み
は
。

答

令
和
７
年
度
は
、
庄
内
南

１
号
線
ほ
か
６
路
線
の
整
備
工
事

と
、
阪
急
西
側
南
線
の
詳
細
設
計

を
予
定
し
て
い
る
。
庄
内
南
１
号

線
は
、
全
面
的
に
歩
道
の
拡
幅
や

改
良
を
行
い
、
豊
中
柴
原
線
ほ
か

５
路
線
は
、
歩
道
端
部
の
段
差
や

勾
配
等
を
改
善
す
る
こ
と
で
一
定

の
整
備
効
果
が
あ
る
路
線
と
し
て

い
る
。
ま
た
、阪
急
西
側
南
線
は
、

ベ
ン
チ
な
ど
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も

あ
わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
誰
も
が
気
軽
に
外
出
で
き

る
歩
行
空
間
を
創
出
し
て
い
く
。

児
童
相
談
所
の
現
状
と

は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
は

問

令
和
７
年
４
月
に
開
設
し

た
児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
通
告
件

数
と
一
時
保
護
件
数
は
。
ま
た
、

虐
待
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
早

期
発
見
と
支
援
が
重
要
で
あ
り
、

隣
接
す
る
は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
で

は
、
虐
待
の
リ
ス
ク
に
沿
っ
た
未

然
防
止
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

答

令
和
７
年
５
月
末
ま
で
の

虐
待
通
告
件
数
（
速
報
値
）
は
身

体
的
虐
待
204
件
、
ネ
グ
レ
ク
ト
88

件
、
心
理
的
虐
待
91
件
、
性
的
虐

待
４
件
の
387
件
、
一
時
保
護
件
数

は
24
件
で
あ
っ
た
。
虐
待
の
未
然

防
止
に
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
ロ
ー
チ
（
※
）
に
よ
り
発
生
予

防
を
行
い
、
問
題
が
顕
在
化
す
る

前
に
支
援
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー

で
は
、
妊
娠
届
出
時
の
全
数
面
接

や
新
生
児
訪
問
、
全
戸
訪
問
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
子
育

て
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
な
ど
、
必
要
な
支
援
を

提
供
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

※�

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
＝
全
て
の

妊
産
婦
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
に
対
し
必
要

な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
た
め
の
働
き
か
け
を
行
う
手
法
。

子
ど
も
食
堂
の
継
続
性
は

問

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
食

堂
は
、
当
初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
主
体
で
、
活
動
の
継
続
性
や
行

政
へ
の
相
談
体
制
に
不
安
が
あ
っ

た
。
は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
、
部
局
が
連
携
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
ど
も
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の
居
場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

（
※
）
の
実
施
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
関
わ
り
に
よ
る
子
ど
も
食
堂

の
継
続
性
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

は
。

答

こ
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
で
は
、
市
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

通
じ
た
食
材
支
援
を
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
強
み
を
生
か
し
た
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
継
続
的

な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
と
同
協
議
会
の
共
催
に
よ

る
会
議
で
は
、
行
政
職
員
や
子
ど

も
食
堂
、
民
生
・
児
童
委
員
な
ど

子
ど
も
に
関
わ
る
関
係
機
関
が
一

堂
に
会
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
相

互
理
解
と
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

※�

こ
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
＝
子

ど
も
食
堂
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
の

居
場
所
の
発
掘
・
充
実
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
体
制
の
充
実
を
目
指
す
取
組
み
。

職
員
の
採
用
や
健
康
管
理

Ａ
Ｉ
の
活
用
は

問

近
年
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

従
業
員
の
採
用
や
健
康
管
理
を
行

う
民
間
企
業
が
増
え
て
き
た
。
職

員
の
採
用
や
健
康
管
理
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
は
。

答

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
業
務
効
率
や
職
員
の
利
便
性

が
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
で
、
採
用
面
接
で
は
人
柄
や
人

間
性
の
判
断
な
ど
、
人
に
よ
る
評

価
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
た
人
事
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ

る
。
健
康
管
理
も
含
め
、
Ａ
Ｉ
と

の
適
切
な
組
合
せ
を
探
り
、
よ
り

良
い
業
務
形
態
の
構
築
に
向
け

て
、
今
後
も
調
査
・
研
究
を
進
め

て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会
・
無
所
属

見
積
合
わ
せ

競
争
性
の
確
保
は

問

市
立
豊
中
病
院
で
は
、
建

物
等
の
修
繕
発
注
の
際
、
複
数
の

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
書

を
比
較
す
る
見
積
合
わ
せ
に
お
い

て
、
特
定
の
事
業
者
が
呼
ば
れ
、

特
定
少
数
の
事
業
者
が
毎
回
受
注

し
て
い
る
。
こ
の
現
状
が
適
正
な

競
争
と
い
え
る
の
か
。
競
争
の
形

骸
化
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答

指
摘
を
受
け
た
見
積
合
わ

せ
に
つ
い
て
、
市
立
豊
中
病
院
の

業
務
は
性
質
上
、
夜
間
・
休
日
施

工
な
ど
条
件
が
厳
し
く
、
当
該
事

業
者
は
実
績
が
豊
富
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
緊
急
修
繕
が
多
く
、

対
応
可
能
な
事
業
者
が
限
ら
れ
た

中
、
当
該
事
業
者
が
低
価
格
で
実

績
を
重
ね
て
き
た
。
こ
う
し
た
経

緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
確
実
な
施

工
を
担
保
す
る
た
め
に
、
受
注
実

績
の
あ
る
事
業
者
に
発
注
し
た
。

ま
た
、
緊
急
対
応
が
可
能
な
新
た

な
事
業
者
の
把
握
は
進
ん
で
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

随
意
契
約
は
、
例
外
的
な
契
約

方
式
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
慎

重
に
運
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
引
き
続
き
、
契
約
事
務
の
適

正
化
に
取
り
組
む
。

庄
内
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
の
策
定
は

問

庄
内
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
が
、
な
か
な
か
具
体
化
さ
れ
な

い
が
、
構
想
の
策
定
に
向
け
た
市

の
見
解
は
。

答

令
和
７
年
度
末
の
策
定
を

目
指
し
て
い
る
庄
内
駅
周
辺
の
整

備
構
想
を
踏
ま
え
て
、
市
民
に
喜

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ

う
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

青
少
年
自
然
の
家
わ
っ
ぱ
る

老
朽
化
対
策
は

問

能
勢
町
に
あ
る
本
市
の
青

少
年
自
然
の
家
わ
っ
ぱ
る
は
、
築

年
数
が
経
過
し
て
い
る
が
、
施
設

や
設
備
の
老
朽
化
に
対
す
る
市
の

見
解
は
。

答

築
50
年
以
上
が
経
過
し
、

管
理
棟
や
宿
泊
棟
、
テ
ン
ト
を
張

る
場
所
に
至
る
ま
で
施
設
全
体
が

老
朽
化
し
て
い
る
。
快
適
に
過
ご

し
、
魅
力
的
な
施
設
と
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
老
朽
化
対
策
は

喫
緊
の
課
題
だ
と
受
け
止
め
て
い

る
。
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
必

要
な
改
修
を
行
い
、
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。

青
少
年
自
然
の
家
わ
っ
ぱ
る
（
能
勢
町
）

小
・
中
学
校
で
の
熱
中
症
事
故

要
因
を
減
ら
す
取
組
み
は

問

市
が
設
置
し
て
い
る
駅
前
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広
場
の
屋
外
ミ
ス
ト
や
市
有
施
設

の
冷
水
機
を
小
・
中
学
校
に
も
配

置
し
、
熱
中
症
事
故
の
要
因
を
減

ら
す
取
組
み
を
希
望
す
る
が
、
教

育
委
員
会
の
見
解
は
。

答

屋
外
ミ
ス
ト
は
、
冷
却
可

能
な
範
囲
が
限
定
的
で
、
気
象
条

件
に
よ
っ
て
は
安
定
的
な
効
果
が

得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
冷
水

機
は
、
適
切
な
衛
生
管
理
が
必
要

だ
が
、
児
童
生
徒
の
こ
ま
め
な
水

分
補
給
に
つ
な
が
り
、
体
温
を
下

げ
る
効
果
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
効
果
が
高
い

と
考
え
て
い
る
。
既
存
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
状
況
も
踏

ま
え
、
引
き
続
き
必
要
な
熱
中
症

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
校
外
学
習

実
施
件
数
と
参
加
者
の
感
想
は

問

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
校

外
学
習
を
実
施
し
た
学
校
と
実
施

予
定
の
学
校
の
数
は
。
ま
た
、
実

際
に
万
博
に
行
っ
た
教
員
や
子
ど

も
た
ち
の
感
想
は
ど
う
か
。

答

市
立
の
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
に
お
い
て
、
大
阪
・
関
西

万
博
へ
の
校
外
学
習
を
実
施
し
た

校
数
は
、
５
月
末
時
点
で
２１
校
、

６
月
以
降
に
実
施
予
定
の
校
数

は
、
１８
校
で
あ
る
。

　

実
施
校
の
校
長
か
ら
は
、
入
場

が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
一
方
で
、
一

部
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
待
ち
時
間
が

長
く
、
行
程
を
変
更
し
た
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま

た
家
族
と
行
き
た
い
」「
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
人
と
英
語
で
交
流
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

あ
り
、
充
実
し
た
校
外
学
習
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

企
業
立
地
促
進
に
よ
る
就
労
者
や

事
業
所
数
向
上
の
取
組
み
は

問

企
業
立
地
の
促
進
に
よ
り

市
内
就
労
者
や
事
業
所
数
の
向
上

を
図
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。

答

本
市
で
は
、
工
業
系
用
途

地
域
に
お
い
て
企
業
立
地
促
進
奨

励
金
制
度
を
運
用
し
、
地
域
特
性

を
踏
ま
え
た
製
造
業
や
運
輸
業
、

卸
売
業
の
立
地
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
新
た
に
商
業
地

な
ど
で
、
従
来
の
制
度
で
は
対
象

外
で
あ
っ
た
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ

ス
、
本
社
機
能
や
大
型
商
業
施
設

の
立
地
促
進
に
も
取
り
組
み
、
都

市
機
能
の
誘
導
や
集
積
を
図
り
つ

つ
、
市
内
就
労
者
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
く
。

（
仮
称
）中
央
図
書
館
の
同
フ
ロ
ア

民
間
投
資
に
よ
る
活
用
は

問

曽
根
駅
前
に
建
設
さ
れ
る

民
間
施
設
内
に
整
備
予
定
の
（
仮

称
）中
央
図
書
館
と
同
じ
階
に
は
、

活
用
方
法
が
決
ま
っ
て
い
な
い
約

千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
地
方
創
生
の
取
組
み
の
場

と
し
て
、
民
間
投
資
に
よ
る
活
用

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
は
。

答

当
該
ス
ペ
ー
ス
は
、
曽
根

駅
前
に
お
け
る
文
化
・
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設

が
集
積
す
る
エ
リ
ア
の
特
性
や
、

経
営
戦
略
方
針
に
示
す
３
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
）を
踏
ま
え
、（
仮

称
）
中
央
図
書
館
と
の
一
体
的
な

広
が
り
の
中
で
、
年
齢
を
問
わ
ず

多
様
な
世
代
と
人
が
集
い
、学
び
、

交
流
す
る
空
間
・
場
の
創
出
が
必

要
で
あ
る
。
現
在
、
本
市
の
考
え

を
地
権
者
側
と
共
有
し
、
民
間
主

導
で
の
活
用
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
る
。

※�

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
「
子
育
て
し
や
す

さ
Ｎ
ｏ.

１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
快
適
・
賑
わ
い
・

憩
い
空
間
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
と
よ

な
か
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

災
害
時
に
備
え
た

民
間
団
体
等
と
の
協
定
は

問

近
年
、
被
災
地
で
仮
設
の

風
呂
や
洗
濯
機
を
設
置
す
る
民
間

団
体
等
が
増
加
し
て
い
る
。
自
衛

隊
だ
け
で
な
く
、
民
間
団
体
等
と

協
定
を
結
ぶ
な
ど
し
て
災
害
に
備

え
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

答

行
政
だ
け
で
は
な
く
ノ
ウ

ハ
ウ
や
広
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
つ
民
間
団
体
等
も
支
援
に
入
る

こ
と
が
、
避
難
所
の
快
適
性
を
向

上
さ
せ
る
に
は
有
効
と
の
海
外
の

事
例
が
あ
る
。
今
後
、
民
間
団
体

等
と
の
災
害
支
援
に
関
す
る
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
働
き

か
け
を
進
め
て
い
き
た
い
。

外
国
人
の
土
地
取
得
に
対
す
る

市
の
考
え
は

問

外
国
人
の
土
地
取
得
に
つ

い
て
、
国
・
自
治
体
と
も
に
正
確

な
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
状
況

を
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

本
市
に
お
い
て
、
外
国
人

の
土
地
の
取
得
状
況
を
直
ち
に
把

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

生
じ
て
お
ら
ず
、
把
握
を
す
る
に

は
そ
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
目
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検
討
を
進
め
て
い
く
。

柴
原
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
（
柴
原
町
）

市
立
豊
中
病
院

医
療
的
ケ
ア
児
用
設
備
の
整
備
を

問

医
療
的
ケ
ア
児
が
市
立
豊

中
病
院
の
外
来
を
受
診
す
る
際
、

小
児
科
の
ト
イ
レ
に
あ
る
小
児
用

ベ
ッ
ド
が
小
さ
く
、
体
格
の
大
き

い
子
ど
も
で
は
利
用
し
に
く
い
。

小
児
科
前
の
女
子
ト
イ
レ
の
パ
ウ

ダ
ー
ル
ー
ム
を
活
用
す
る
な
ど
小

児
科
近
く
に
大
型
ベ
ッ
ド
を
設
置

で
き
る
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
小
児
科

に
多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備
を
検
討

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の

機
能
維
持
を

問

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
高
齢
者
が
自
主
的
に
介
護
予

防
の
取
組
み
が
で
き
る
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
介
護
予
防

の
活
動
を
続
け
る
た
め
に
は
、
人

員
の
配
置
や
無
償
で
使
え
る
場
所

が
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
高
齢
者
が
気
軽
に
体
操
や
趣

味
活
動
が
で
き
る
場
で
あ
り
、
介

護
予
防
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
一
方
、
利
用
率
は
高

齢
者
全
体
の
約
３
％
に
と
ど
ま

り
、
時
間
帯
や
施
設
に
よ
っ
て
は

ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
で
き
て

い
な
い
。
各
施
設
の
運
用
人
員
の

配
置
や
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
団
体

や
地
域
住
民
と
の
対
話
を
通
じ

て
、
多
様
な
世
代
で
の
施
設
利
用

や
新
た
な
機
能
の
配
置
を
成
案
化

し
て
い
く
中
で
、
よ
り
効
果
的
な

施
設
活
用
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

的
に
応
じ
た
法
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
な
お
、
防
衛
・
原
子
力
関
係

施
設
等
の
重
要
施
設
の
周
辺
で
、

国
が
指
定
し
た
区
域
内
の
土
地
の

取
得
は
、
法
律
で
利
用
状
況
調
査

の
対
象
と
な
り
、
国
が
取
得
者
の

国
籍
を
把
握
す
る
仕
組
み
が
あ
る

が
、
本
市
に
お
い
て
当
該
区
域
は

指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

家
庭
で
準
備
す
る
雑
巾

学
校
が
購
入
し
て
は

問

新
学
期
が
始
ま
る
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
で
、
家
庭
か
ら
子
ど
も

に
雑
巾
を
持
参
さ
せ
る
学
校
が
あ

る
が
、
学
校
が
購
入
す
れ
ば
よ
い

の
で
は
。

答

こ
れ
ま
で
家
庭
で
準
備
し

て
い
た
雑
巾
は
、
一
般
的
な
用
途

と
し
て
校
内
の
清
掃
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後

の
取
り
扱
い
を
検
討
し
て
い
く
。

問

大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場

内
の
人
工
池
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
が
、
校
外
学
習
で
万
博
に
行
っ

た
小
・
中
学
生
は
肺
炎
な
ど
の
問

題
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
万

博
協
会
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
補

償
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
誌
等
で
周
知
す
る
ほ
か
、

学
校
に
も
情
報
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
校

外
学
習
で
当
該
エ
リ
ア
を
訪
れ
た

学
校
に
対
し
、
複
数
回
そ
の
後
の

状
況
を
聞
き
取
る
な
ど
の
健
康
観

察
を
行
っ
て
い
る
。
潜
伏
期
間
の

経
過
後
も
発
症
者
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

を
原
因
と
す
る
体
調
不
良
は
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
市
民
が
健
康
被
害
を
含
む

様
々
な
情
報
を
入
手
で
き
る
よ

日
本
共
産
党

大
阪
・
関
西
万
博
の
水
質
問
題

市
の
対
応
は

う
、
万
博
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
リ
ン
ク
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
貼
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

と
も
情
報
共
有
し
て
い
く
。

服
部
天
神
駅
連
続
立
体
交
差
化

大
阪
府
と
の
勉
強
会
の
開
催
を

問

市
民
か
ら
早
期
着
手
の
要

望
が
あ
る
服
部
天
神
駅
の
連
続
立

体
交
差
化
に
関
し
て
、
市
と
し
て

府
と
の
勉
強
会
の
開
催
を
申
し
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

過
去
に
府
と
の
勉
強
会
を

開
催
し
事
業
化
を
検
討
し
た
経
緯

が
あ
る
が
、
事
業
の
効
果
に
対
し

て
事
業
費
が
膨
大
で
あ
り
、
費
用

に
見
合
っ
た
便
益
が
見
込
め
な
い

な
ど
の
課
題
か
ら
事
業
化
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
近
年
の
建
設
費
高

騰
や
交
通
量
減
少
と
い
っ
た
社
会

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
よ
り

費
用
に
見
合
っ
た
便
益
の
向
上
が

見
込
め
な
い
と
想
定
さ
れ
る
た

め
、
現
時
点
に
お
い
て
府
と
の
勉

強
会
の
開
催
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。
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で
き
な
い
か
。

答

女
子
ト
イ
レ
の
パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム
の
活
用
を
含
め
小
児
科
外

来
近
く
に
大
型
ベ
ッ
ド
を
設
置
で

き
る
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
や

構
造
上
難
し
い
。
現
在
は
１
階
外

来
北
側
に
あ
る
健
康
教
室
棟
の
多

目
的
ト
イ
レ
内
に
、
長
さ
１
・
５

メ
ー
ト
ル
、
幅
０
・
６
メ
ー
ト
ル
、

体
重
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
対
応
可

能
な
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
へ
の
展
開

市
が
目
指
す
将
来
像
は

問

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い

て
、
現
在
の
部
活
動
を
廃
止
し
、

地
域
ク
ラ
ブ
に
完
全
移
行
す
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
市
が
目
指
す
将

来
的
な
部
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

本
市
の
部
活
動
で
は
、
学

校
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、
豊

か
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
推

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

進
で
き
る
持
続
可
能
な
体
制
・
環

境
整
備
を
進
め
て
い
く
。
令
和
７

年
度
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
試

行
実
施
を
拡
充
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
検
証
を
行
う
中
で
課
題
を

整
理
し
て
お
り
、
年
度
内
に
方
針

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
決
定
を
目
指

す
。
今
後
は
、
地
域
へ
の
展
開
を

進
め
る
に
当
た
り
、
部
活
動
な
ど

の
現
状
や
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
、

中
学
生
だ
け
で
な
く
、
小
学
５
・

６
年
生
や
保
護
者
、
教
員
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

対
面
指
導
へ
の
影
響
は

問

教
育
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
な

ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
教

員
の
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
目
の
前
に
い

る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
対
面
す

る
姿
勢
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答

教
育
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

は
、
こ
れ
ま
で
の
個
々
の
教
員
の

経
験
に
、
教
育
デ
ー
タ
に
裏
付
け

さ
れ
た
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
い

た
視
点
を
加
え
、
き
め
細
か
な
指

導
や
支
援
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
多
様
な
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
応
じ
た
学
び
を
支
え
る
た
め

の
手
だ
て
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

て
い
く
。

￥ケ
ア
リ
ー
バ
ー
支
援

意
見
を
聞
く
場
の
実
施
は

問

ケ
ア
リ
ー
バ
ー
（
※
）
へ

の
支
援
に
お
い
て
は
、
里
親
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
児
童
養
護
施
設
等
の

優
れ
た
地
域
資
源
と
連
携
し
、
潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
や
具
体
的
な
事
例

を
知
る
こ
と
で
最
善
の
対
策
が
で

き
る
。
里
親
や
施
設
の
職
員
か
ら

自
立
支
援
に
必
要
な
対
策
に
つ
い

て
、
直
接
意
見
を
聞
く
場
を
実
施

し
て
は
。

答

里
親
や
児
童
養
護
施
設
な

ど
の
支
援
者
か
ら
見
た
ニ
ー
ズ
等

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
児
童
相
談

所
が
よ
り
丁
寧
な
ケ
ア
リ
ー
バ
ー

支
援
を
行
う
上
で
有
益
で
あ
る
。

現
在
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

共
催
す
る
会
議
に
児
童
相
談
所
も

参
加
し
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地

域
団
体
や
民
生
・
児
童
委
員
な
ど

の
地
域
の
支
援
者
と
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
ケ

ア
リ
ー
バ
ー
支
援
へ
の
具
体
的
な

意
見
を
聞
き
取
れ
る
よ
う
、
里
親

の
参
加
も
検
討
し
て
い
る
。

※�

ケ
ア
リ
ー
バ
ー
＝
里
親
や
児
童
養
護
施
設
な

ど
の
社
会
的
養
護
の
保
護
（
ケ
ア
）
を
離
れ

た
人
（
リ
ー
バ
ー
）。

と
よ
な
か
消
費
者
協
会
の
解
散

こ
れ
ま
で
の
役
割
や
功
績
は

問

令
和
７
年
７
月
を
も
っ

て
、
と
よ
な
か
消
費
者
協
会
が
創

立
50
周
年
を
機
に
解
散
す
る
。
こ

れ
ま
で
同
協
会
が
果
た
し
て
き
た

役
割
や
功
績
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
は
。

答

と
よ
な
か
消
費
者
協
会
は

長
年
に
わ
た
り
時
流
に
応
じ
た

テ
ー
マ
研
究
と
情
報
発
信
、
地
産

地
消
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
ま

た
、
エ
シ
カ
ル
消
費
（
※
）
の
推

進
へ
の
取
組
み
や
普
及
に
貢
献

し
、
環
境
大
臣
賞
、
消
費
者
庁
功

労
者
表
彰
、
大
阪
府
知
事
賞
な
ど

多
く
の
受
賞
歴
が
あ
る
。
同
協
会

の
活
動
は
、
消
費
者
基
本
法
の
基

本
理
念
で
あ
る
消
費
者
の
権
利
尊

重
と
自
立
支
援
を
市
民
自
ら
の
手

で
実
践
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費

者
の
安
心
安
全
を
市
と
協
働
で
支

え
て
き
た
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

※�

エ
シ
カ
ル
消
費
（
倫
理
的
消
費
）
＝
消
費
者

そ
れ
ぞ
れ
が
各
自
に
と
っ
て
の
社
会
的
課
題

の
解
決
を
考
慮
し
た
り
、
そ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
む
事
業
者
を
応
援
し
な
が
ら
消
費
活

動
を
行
う
こ
と
。

掲載している質問をはじめ、
各議員の一般質問は

こちらからご覧いただけます。
（６月定例会録画配信）



●インターネット中継をご利用ください
　市議会のホームページでは、本会議、常任委員会及
び議会運営委員会の模様をパソコン及びスマートフォ
ン向けに生中継で配信しています。また、録画配信は
約1週間後からご覧いただけます。

●政務活動費収支報告書等をご覧いただけます
　本市議会では、政務活動費に関する収支報告書や
会計帳簿等を市議会のホームページ「市議会からの
お知らせ」に掲載しています（毎年9月更新）。また、市政
情報コーナー（第二庁舎4階）でも閲覧いただけます。
　令和7年9月から政務活動費管理システム「セムカ
ン」を導入したことにより、資料が見やすくなりました。
※�政務活動費は、条例に基づき、議員の調査研究その他活動に資するため、必要
な経費の一部として会派に交付されています（議員一人当たり月額7万円）。

●詳しくは会議録をご覧ください
　市議会では、本会議と委員会の会議録を作成して
います。市政情報コーナー（第二庁舎4階）、図書館
などで閲覧できます。また、市議会のホームページの
「会議録検索」でも公開しています。

市議会からのお知らせ

　豊中市議会では、これまで議会報編集委員会において、
議会報「とよなか市議会のうごき」の編集・発行をはじめ、
議会活動の広報を行ってきました。今年度から、市民の皆
さんにとって、より身近で開かれた議会を目指すため、広
報委員会に再編することで、より一層、市議会の広報機能
を活性化させ、情報発信の充実・強化を図っていきます。

神原宏一郎委員長
市民の方々に議会や議員に少しでも興
味、関心を持っていただけるよう、あらゆ
る広報の機会や媒体の積極的な活用に取
り組みます。

横尾しずか委員
より多角的な取組み
を担うため再編された
広報委員として、市民
の皆様にこれまで以上に議会を
身近に感じていただけるよう、取
り組んでまいります。

和田愛美委員
市民のみなさんに、よ
り身近に市政を感じて
いただくために、わか
りやすい、親しみやすい議会の広
報となるように委員会で知恵を出
し合って頑張ります。

坂口雄太副委員長
これまでの議会報という枠を超えて、前例
にとらわれずに新しい取組みを進めてま
いります。多くの市民の耳目を集める広報
を目指します。

酒井哲也委員
市民の皆様により関
心を持っていただき、
よりわかりやすい取組
みとなっていきますよう、丁寧に
議論を重ねて、画期的な広報とな
るよう取り組んでいきます。

委員からのコメント

●9月定例会（予定）
　本会議での個人質問については、希望者に手話通訳と要約筆
記（ノートテイク）を行います（要申込み）。ご不明な点は、市議会事
務局（TEL06-6858-2633）に問い合わせてください。
9月8日（月） 午後1時 本会議（初日）
9月11日（木） 午前10時 市民福祉常任委員会
9月12日（金） 午前10時 文教常任委員会
9月18日（木） 午前10時 建設環境常任委員会
9月19日（金） 午前10時 総務常任委員会
9月29日（月） 午前10時 本会議（個人質問）
9月30日（火） 午前10時 本会議（個人質問）
10月1日（水） 午前11時 本会議（個人質問・最終日）

※日程は変更になる場合があります。

広報委員会が発足、始動！！
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● 文字サイズを調整できる

● 音声読み上げができる

● �多言語で読める【日本語、英語、

中国語（簡体・繁体）、韓国・朝鮮
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カタログポケット
Webの ほ か、デ ジ
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をダウンロードして
見ることもできます
デジタルブック版は
こちらから▶

https://www.city.toyonaka.osaka.jp/shigikai/


